
豊田工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 人文科学特論Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 05109 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 一般教育 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 特に指定しない。予め作成したプリントを使用する。1年次に使用した地図帳を持参のこと。
担当教員 髙橋 清吾
到達目標
（ア）日本の自然的特徴について理解できる。
（イ）日本における治水技術の歴史的変遷について理解できる。
（ウ）日本の近世・近代における土木政策について理解できる。
（エ）帝国日本による植民地の治水政策について理解できる。
（オ）治水政策にともなう産業の発展について理解できる。
（カ）治水政策にともなう地域の変容について理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

治水政策と密接な日本の自然につ
いて理解する

国内各所における治水対策が自然
と関連することを体系的に説明で
きる。

日本の自然の特徴について把握す
ることができる。

日本の自然の特徴について把握す
ることができない。

治水技術の歴史的変遷について理
解する。

近世・近代における治水技術の発
展の過程を体系的に説明できる。

近世・近代における治水技術を把
握することができる。

近世・近代における治水技術を把
握することができない。

為政者による治水政策の変遷につ
いて理解できる。

近世・近代の為政者による治水政
策の変遷について体系的に説明で
きる。

近世・近代の為政者による治水政
策の変遷について把握することが
できる。

近世・近代の為政者による治水政
策の変遷について把握することが
できない。

学科の到達目標項目との関係
本校教育目標 ① ものづくり能力
教育方法等

概要

河川は人間生活にとってなくてはならない水資源の一つであり、飲料水はもとより、農業用水、工業用水、発電等に利
用されてきた。河川は人間にとって恵みをもたらす一方で、水害をもたらしてきた。そこで人間たちは河川にさまざま
な工事を施すことで河川を制御してきたが、近年では持続可能な社会の構築の視点から、これまでの治水対策にかわる
新しい技術の創造が求められている。現代における課題を考える上で、過去の人々の営為（成功/失敗）を学ぶことは、
未来にむけての地域政策や、新技術を創造する際の思考力の育成に資すると考える。そこで本講義では、日本の近世・
近代における治水対策として、為政者による政策および土木技術の開発等に迫り、工事を実施した結果、地域にどのよ
うな影響が及ぼされたのかを地理学的視点から述べることにする。受講生の積極的な取り組みに期待したい。

授業の進め方・方法 講義、ディスカッション、発表等。

注意点 授業内容に該当する項目について、科目担当教員の薦める文献等で予め調べてくること。また、継続的に授業内容の復
習を行うこと。

選択必修の種別・旧カリ科目名
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 イントロダクション 治水と文明の発展について理解する。

2週 日本の地形 日本列島の形成と地形的特性について説明することが
できる。

3週 日本の気候 日本各地における気候分布について説明することがで
きる。

4週 水資源 日本列島における水資源について理解することができ
る。

5週 河川と水害 自然条件による水害と人為的水害について理解するこ
とができる。

6週 近世の治水技術 近世に展開された治水技術について理解することがで
きる。

7週 近世の治水技術 近世に展開された治水技術について理解することがで
きる。

8週 近代の治水技術 近代に展開された治水技術について理解することがで
きる。

2ndQ

9週 近代の治水技術 近代に展開された治水技術について理解することがで
きる。

10週 近世の治水政策 近世の治水政策について理解することができる。
11週 近代の治水政策 近世の治水政策について理解することができる。

12週 植民地への治水技術の利用 植民地への治水技術の利用と展開の過程について理解
することができる。

13週 自然と共存する治水政策 自然環境に配慮した治水対策について理解することが
できる。

14週 自然と共存する治水政策 自然環境に配慮した治水対策について理解することが
できる。

15週 まとめ これまでの内容を整理し、理解を深める。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



基礎的能力 人文・社会
科学 社会 現代社会の

考察

現代社会の特質や課題に関する適切な主題を設定させ、資料を活
用して探究し、その成果を論述したり討論したりするなどの活動
を通して、世界の人々が協調し共存できる持続可能な社会の実現
について人文・社会科学の観点から展望できる。

3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

書籍、インターネット、アンケート等により必要な情報を適切に
収集することができる。 3

収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、活用すべき情
報を選択できる。 3

収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配慮する必要が
あることを知っている。 3

情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響範囲について
自己責任が発生することを知っている。 3

情報発信にあたっては、個人情報および著作権への配慮が必要で
あることを知っている。 3

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 3

複数の情報を整理・構造化できる。 3
課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 3

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 3

適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。 3
事実をもとに論理や考察を展開できる。 3
結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 3

評価割合
定期試験 課題 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100


